
 西土佐小学校 第３・４学年 総合的な学習の時間 学習指導案 

令和 4年 10月 5日（水）  第 5校時 

児童数 ３年９名 ４年７名 計 16名 

指導者         依光  峰登 

１ 単元構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇昔の四万十川と比較し、川の汚れや生き物の減少の
原因を分析する。 
〇他の河川と比較することで、四万十川の新たな課題
に気付く。 
〇地域の人の四万十川に対する思いを考える。 
○八面山に登った体験や他教科で学んだことを生か
し、川と山の関係について気づく。 
○四万十川を守り、地域の人たちに四万十川の魅力を
伝えるために、自分たちにできることを考える。 

 

第３次 比べよう、深めよう（９時間） 

・昔のような四万十川にするには
どうすればいいんだろう。 
・地域の人の願いである、今の川を
よりきれいにするためにはどう
すればよいのだろう。 
・山に登った時、たくさんごみが落
ちていたけど関係があるかもし
れない。 
・理科や社会で勉強したように山
と川はつながっているんだね。 

○自然が豊かで、たくさんの生き物が生息している四万
十川の魅力について理解する。 
○水生生物調査の結果から、四万十川はきれいな川であ
ったことを振り返る。 
○他の河川と比較することで、四万十川のきれいさに疑
問を持つ。 

「西土佐で自慢できるものは？」というテーマで有名な
ものや魅力を考えると、児童の中から最も多く出されたも
のが四万十川であった。四万十川は児童の生活とも結びつ
いており、今年の探究課題を「四万十川」とした。 

○他の河川や今と昔の四万十川を調べ、四万十川の現状
を知る。 
○聞き取りを行い、四万十川の課題と四万十川に対する
地域の人の思いを知る。 

きっかけ 

単元名 「 すてき発見！四万十川 」 全 70時間 

小単元２ 「四万十川の現状について考えよう」（27時間） 

小単元 1 

「四万十川を知ろう」 

（24時間） 

第１次 知っているかな、四万十川の魅力（3時間） 

小単元２ 

「四万十川の現状について考

えよう」    （27時間） 

小単元３ 

「四万十川のよさを伝えよう」 

（19時間） 

◆学習の流れ 

◆これまでの学習の振り返りをさせる。その中で
学んだ四万十川の魅力や課題を再認識させる。 

◆意識の流れ 

第２次 四万十川の現状を知ろう（6時間） 

・四万十川で生き物調べをしたら、
たくさんの水生生物がいたよ。 
・「水辺の楽校」では、四万十川のき
れいさや豊かさを実感したよ。 
・四万十川財団の人たちに四万十
川の魅力について話を聞いたね。 
・四万十川にはよさがたくさんあ
ることがわかったね。 
・でも、四万十川は本当にきれい
なのかな。 

◆思考ツールを使って、整理・分析させる。 
◆社会や理科など他教科で学習したことと関連付
けて考えさせる。 

・川遊びや水生生物調査の時に、
ごみもあったね。 
・家族や地域の人は四万十川のこ
とをどう思っているのかな。 
・お年寄りは昔の四万十川の方が
きれいで、生き物もたくさんい
たと言っていたよ。 
・昔は生き物の種類や川のきれい
さはどうだったのかな。 
・四万十川の豊かさを未来にも残
していきたいという地域の人の
思いを知ったよ。 
・他の地域の川と比べてみたらど
うかな。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元について 

○単元観 

本単元では、地域の観光資源として最も身近である「四万十川」をくわしく調べたり、まとめた

りする活動を行う。四万十川は、上流に大きなダムがなく、「日本最後の清流」として全国的にも有

名な河川である。沈下橋のある美しい景観、川遊びや屋形船、カヌーなどの体験、アユやウナギと

いった魅力的な食べ物もあり、毎年多くの観光客が訪れている。しかし、近年では水質の悪化や川

底への土砂の堆積、青のりやアユ、ウナギや川エビなどの漁獲量の減少などの問題も抱えている。

西土佐の人々にとって四万十川は生活と深く結びついており、児童にとっても身近な存在である。

この単元で、自分たちが何気なく見ているものや接しているものの中にも、いろいろな事実や地域

の人々の思いがあることを知ることができる。また、社会科での水はどこからきているのか、理科

での雨水のゆくえについても学習するため、他教科との関連も図りやすい。四万十川は、昔に比べ

透明度が落ちたり、水生生物の減少が見られたりするため、自然環境を保全していく必要がある。

そんな課題を克服しようと市役所や四万十川財団の方などが関わって、清掃活動を行ったり、生物

調査をしたりしている。自然環境についての理解を深め、環境保全の取り組みにも関わることで、

児童は地域の一員であるという自覚を持ち、地域を大切にする心を育むことができると思われる。 

 

○児童観 

児童はこれまでに、「河原遊び」「水辺の楽校」「水生生物調査」などの体験を行い、四万十川への

興味・関心を高めてきた。「生き物が多い」「自然が豊か」「きれいな川」という四万十川の良さだけ

でなく、「思っていたよりもごみがある」という課題についても気づいてきた。四万十川の現状につ

いて学習し、多くの課題を知る中で、「四万十川を大切にしたい」という思いが強まり、自分たちに

できることを考えていくと思われる。 

5月に行った「総合的な学習の時間についての授業アンケート」から、「総合的な学習の時間は楽

しい」という項目で肯定的評価が 100％、「総合的な学習の時間で取り組んでいる課題を一生懸命考

えている。」で 84.6％という結果が出ている。児童が総合的な学習で、課題解決に向けて楽しく取り

組んでいることがうかがえる。また、「地域や社会をよくするために何をしたらよいか考えたことがあ

る。」の項目で肯定的評価が 100％、「自分の地域が好きで、大事にしたいと思っている。」「地域や人

の役に立てるようになりたいと思っている。」では、共に 92.3％となっており、西土佐のことを好き

で、地域のためにできることを考えている児童が多いことが分かる。しかし、「総合的な学習の時間で

は、自分から積極的に話しかけたり、発言したりしている。」では、肯定的評価が 69.2％と、自分の

単元でつけたい力 
・四万十川の良さや特徴に気づき、目的に合った方法で調べ、四万十川に関わる人々の思いや願い
を知る。【知識及び技能】 

・四万十川の現状から問いを見出し、その解決に向けて話し合ったり、調べて得た情報を基に考え
たりする。【思考力、判断力、表現力等】 

・自分たちが設定した課題の解決に向けて、自分にできることを他者と協働して取り組もうとする。
【学びに向かう力、人間性等】 

〇四万十川の現状（水質の悪化、生物の減少など）に

ついて学習したことから、保全のために自分たちに

できることを考える。 

・私達にできることはないかな。 
・川をきれいにするためにごみ拾
いはできそうだね。 
・自分たちが考えたことをどのよ
うに発信していこうかな。 

第 4次 四万十川のためにできることは…（９時間） 

 



考えを表現することには弱さがみられる。また、「他の教科の学習が、総合的な学習の時間の活動に役

立っている。」でも 69.2％と低く、総合的な学習と他教科を関連付け、他教科での学びが活かせるよ

うな学習を仕組む必要がある。 

 

○指導観 

小単元１では、四万十川について知るために四万十川財団の方の協力のもと、水生生物調査を行

った。その結果、水生生物が豊富であるということ、きれいな川であることに気が付いた。児童

は、四万十川には珍しい生き物も住んでいることを学んできた。 

小単元２では、四万十川と仁淀川の様子や透明度を比較させ、これまで学んできた四万十川の美

しさに疑問を持たせる。さらに、昔の四万十川の様子や地域の方の川に対する思いを知ることによ

り、今の四万十川の課題に気付き、川を大切にしていきたいという思いを強めさせる。昔の四万十

川の豊かさを知っている地域の人からは、多くの課題が出されるとともに、環境保全に対する思い

も挙げられると思われる。水質の悪化や漁獲量の減少などの課題を理解し、環境保全の大切さに気

付かせたい。さらに、社会科や理科の学習とも関連付け、川と山との関係にも視野を広げ、豊かな

川を育むためには豊かな山が必要なことを理解させていきたい。そして、四万十川を大切にするた

めに自分達にできることを考え、四万十川を守ろうとする活動につなげていきたい。 

小単元３では、これまでの学習を振り返り、四万十川についてどのように地域の方に伝えるかを

考え、実行していく。伝える方法が実現可能なのか、効果的なのかということを考えて方法を絞り

込んでいく。地域の方に協力してもらいながら解決させることで、地域とのつながりも大切にして

いきたい。 

本時では、分かったことや調べた事柄を整理し、昔と今の四万十川を比較して気付いたことか

ら、変化の原因を考えていく。情報の整理・分析などの活動をしながら、気付いた課題や解決策を

自分から積極的に発言したり、グループ内で伝え合ったりする活動を大切にしながら、児童が自分

事として真剣に取り組んでいけるようにしていきたい。 

 

３ 単元の目標 

四万十川の自然環境に触れる活動を通して、自然の大切さについて考えるとともに、四万十川のよ

さに気付き、四万十川のために自分たちにできることを考えるようにする。 

 

４ 単元の評価規準  

知識・技能 
【知】 

思考･判断･表現 
【思】 

主体的に学習に取り組む態度 
【態】 

①四万十川にはたくさんの
生物が生息し、周りの環境
と関わって生きているこ
とを理解している。 

②相手や場面に応じた方法
で聞き取りを実施してい
る。 

③四万十川の環境と自分た
ちの生活が繋がっている
ことの理解は、川とそこに
生息する生物を探究的に
学習してきたことの成果
であることに気づいてい
る。 

①四万十川の自然環境を知ることか
ら課題を設定している。 
②四万十川の現状を捉えるために必
要な情報を収集している。 
③課題の解決に必要な情報を選んだ
り、複数の情報を比べたりしながら
解決に向けて考えている。 
④四万十川の自然環境について、伝え
る相手や目的に合わせてまとめ、表
現している。 

①四万十川についての課題解
決に向けて、進んで取り組
もうとしている。 
②自分の考えを伝えたり、他
者の考えと比べたりしなが
ら、課題解決に取り組もう
としている。 
③地域との関わりを通して、
自分でできることを見つけ
ようとしている。 

 

 

 



５ 指導と評価の計画（全２７時間 本時 １１／２７）  

 

 

６ 本時の指導 

本時の目標 昔と今の四万十川の様子を比較し、整理・分析することができる。 

本時の評価規準 

 

課題の解決に必要な情報を取捨選択したり、複数の情報を比較したり関係付

けたりしながら解決に向けて考えている。【思】 

情報活用能力 情報の比較や分類の仕方、観点を決めた表やグラフを用いた情報の整理の方

法を理解する。 

準備物 短冊 付箋など 

学習の展開 

学習活動 意識の流れ 評価規準【評価方法】 

次 時 ねらい（○）と学習活動（・） 
評価の重点 

評価方法 
知 思 態 

一 

課
題
の
設
定 

１ 

～ 

３ 

○四万十川が本当にきれいで豊かなのか疑問を持つ。 
・自分達が体験した四万十川の現状を振り返る。 
・他の河川と比べることや昔の四万十川の様子を知るこ
とで四万十川の課題に気付く。 

 

 
 
 
 
 

② 
 
 
 
 
 
 

① 
 
 
 
 

 
・発言 
・ワークシート 
・行動 
・振り返り 

二 

情
報
の
収
集 

４ 

～ 

９ 

○四万十川に対する地域の人たちの思いを知る。 
・四万十川に昔から関わる人や地域の人に聞き取り、情
報を集める。 
・昔の四万十川の様子を調べる。 
・他の河川の様子を調べる。 
 

① 
② 
 
 
 
 

① 
 
 
 
 
 

② 
 
 
 
 
 

 
・発言 
・ワークシート 
・行動 
・振り返り 

三 

整
理
・
分
析 

10 

～ 

18 

〇集めた情報を基に、四万十川の現状や課題を考える。 
・昔と現在の四万十川の比較や他の河川との比較を通し
て、分かったことを整理する。（本時） 
・生き物が住みやすい川について考える。 
・川と山との関係について考える。 
・四万十川の保全のために、自分達にできることを考え
る。 

③ 
 
 
 

① 
③ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
・発言 
・ワークシート 
・行動 
・振り返り 

四 

ま
と
め
・
表
現 

19  

～ 

27 

〇「四万十川を守る」という意識を多くの人にもっても
らうためには、どのような方法が有効か考え、実行す
る。 
・小単元をまとめる。 

① ④ 
 
 
 
 

③ 
 
 
 
 

 
・発言 
・ワークシート 
・行動 
・振り返り 



 

 

 

 

１． 前時までを振り返る。 
 
 
 
 
２． めあてを確認する。 
 
 
 
３． 前時までに聞き取り、
まとめたことを短冊に
書く。 

 
 
 
 
４． 集めた情報を分析し
て、川の変化の原因を考
える。 

 
 
 
 
 
 
５． 本時の振り返りをす
る。 

 
 

・水生生物調査でたくさんの生き物がいたね。 
・家族は四万十川をどう思っているのかを聞き
取ったよ。 

・地域の方にも昔の川の様子について教えても
らったね。 

 
 
 
 
・水生生物では、川がきれいだと分かったよ。 
・地域の人が昔はもっとアユやウナギがとれて
いたと話していたよ。 

・昔に比べて生き物の数が減っているよ。 
・家族の意見の中では、昔の川と比べてにごっ
ているという思いがある人が多かったね。 

 
・水質が悪くなることと自分達の生活には何か
関係がないのかな。 

・人が使って汚れた水はどうなるだろう。 
・河原にたくさんのごみが落ちているのも見た
ことがある。 

・人が生き物をとり過ぎているのかもしれない。  
・山の環境が悪くなると川も汚れてくると思う。  
・生き物が住みやすい川にしていきたいな。 
 
◇求める振り返り（目指す主体的な姿） 
◎今より昔の方が生き物が多かったので、昔の
ように生き物が住みやすい川にするために、
ごみ拾いをしてきれいにしていきたい。（比較
+目的） 

◎川を汚さないためには自分達だけで難しいこ
ともあるので、地域の人やたくさんの人に協
力してもらえるように呼びかけるようにしよ
う。（目的+関連付け） 

○川を汚さないように気を付けたい。（考え） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・課題の解決に必
要な情報を取捨
選択したり、複数
の情報を比較し
たり関係付けた
りしながら解決
に向けて考えて
いる。【発言・振
り返り】 

 
 
 

 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

集めた情報を整理して、気付いたことをまとめよう。 

ごみを捨てている 

どうして？ 

めあて：集めた情報を整理して、気づいたことをまとめよう。 

今の四万十川 

 

・とてもきれい 

・魚がへってきた 

 

・すきとおっている 

 
・今よりもっと生き物がいた 

 

むかしの四万十川 

 

・きれい 

 
・生き物が多い 

 

・150種類の生き物 

 
・川がよごれてきた 

 

・ごみもある 

 

よごれた水が流れている 生き物をとりすぎている 

生き物がすめなくなった 
・生き物が住みやすい川にするため

に、ごみ拾いをしたい。 

・協力してもらえるようにたくさんの

人に呼びかけたい。 


